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■流域治⽔に対する住⺠の理解促進
○あらゆる関係者が協働して⽔災害対策を⾏うため、さらに流域治⽔の考え⽅を広く浸透していく必要がある。
○いざという時の備えをしておくことが、災害等発⽣時にはいかに重要かということの意識付けを⾏うことが課題である。
○防災情報や流域治⽔に繋がる取り組みへの市⺠への周知は、⾃治体ごとに取り組みへの温度差が出ると考えられる。また、⾃治体に
おいて、周知における予算にも限界があることから、各流域において、国が中⼼となり、マスコミ等を活⽤していただく等、ＰＲして
いただきたい。

○庄川は、発電⽤ダムが多く、ダムにより洪⽔調整している。ダム及び河川管理者には、安全確保のため事前放流等のダム操作規定を
強⼒に推進してほしい。また河川断⾯の状況変化を把握するための測量調査の定期的な実施や、公表も⾏ってほしい。河川を守ること
は道路等のインフラを守ることにもつながるので、情報提供など積極的な住⺠とのかかわりに努めてもらいたい。

○ダムの状況を如何に流域住⺠等へ情報発信するか、マスコミとの連携⽅法等についても検討・調整していく必要がある。
⇒ 関係省庁間の緊密な連携による新たな広報・普及活動の展開、⾃治体広報誌の活⽤、等

■多様な主体との連携強化
○河川整備等のハード対策の計画と、まちづくりの計画は必ずしも連動していないことから、実施主体間の連携が必要であると考える。
○上流域（岐⾩県ブロック）での取り組みが下流域にも役⽴つので、検討会の段階で、ブロック間の情報共有を密にする仕組みがあれ
ばよいと思う。

○利賀ダム管理移⾏後、関係機関（流域の他ダムも含む）との情報共有、連携⽅法のあり⽅を検討していく必要がある。
⇒ ブロック検討会にて検討

■地域特性からの課題
○農耕地が多い富⼭県においては、⽤⽔が浸⽔被害に及ぼす影響が⼤きい。出⽔期の⽤⽔管理は⼟地改良区等を通して⽤⽔管理者に呼
び掛けているところではあるが、⼤⾬時の即時対応には限界があるため、幹線⽤⽔に係る⽔⾨の⾃動化の補助制度等を創設してほしい。
内⽔被害に係ることであるが、内⽔はん濫は洪⽔に先⾏して起きるため、避難⾏動の⽀障になりやすく、対策が必要と思われる。

○庄川の氾濫を考えると岐⾩県も含めた流域治⽔が必要であると思う。
⇒「流域治⽔推進に向けた関係省庁実務者会議」へ課題を共有、等

■その他
○既存の庄川・⼩⽮部川の浸⽔想定に加え、今後は中⼩河川の浸⽔想定を踏まえた避難について検討することになる。庄川・⼩⽮部川
よりも中⼩河川の⽅が先に氾濫するため、現状でも短いリードタイムが更に短くなると想定されることから、住⺠の避難⾏動がますま
す難しくなると思われる。

○流域が⼀体となった整備⽬標が不明。
○最上流部であるため、流域治⽔ということに対しての取り組みがハザードマップの作製や防災訓練などに限られる。
○「流域」に着⽬した気象解説
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自治体広報紙に掲載されました。（飯山市（長野県）・２０２２年１０月号）

（千曲川河川事務所 関連）
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（利賀ダム工事事務所関連）

自治体広報紙に掲載されました。（南砺市（富山県）・２０２２年９月号）
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（富山河川国道事務所関連）

自治体広報紙に掲載されました。（富山市（富山県）・２０２２年１１月５日号）
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自治体広報紙に掲載されました。（立山町（富山県）・２０２３年２月号）

（富山河川国道事務所 関連）
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